














































































































































































































































































































































1 中学生・高校生 6 1．8％
7 大学生（文系） 15 4．5％
2 大学生（理工系） 1 0．3％
4 大学院生（文系） 9 2．7％
2 大学院生（理工系） 0 0．0％
4 自営業 45 13．4％
4 会社員 67 20．0％
8 ルバイト・フリーター 15 4．5弘
3 業主婦 9 2．7％












































1 0．6％　1．3％0．6％ 1．1％ 0．4 4．1



































←　強　　　　　弱　一・11 6．4％ 18．5％ 5．8％ 11．9％ 4．0 46．5
問　　2 1．8％ 8．5％ 6」％ 6．7％ 2．4 25．51　1
3
→??←
2．1％ 6．7％ 5．5％ 8．2％ 1．2 23．7
???

























←高　　　　　　　低一i1 t7％ 1．1％ 11．7％ 2．2％ 0．2 17．0




0．6％ 1．3％ 17．2％ 4．0％ 1．4 24．6
4 0．0％ 0．2％ 0．6％ 0．馨％
??
0．9
5 0．0％ 0．0％ 0．5％ 0．3％ 0．2 1．0




・一a@　　　　　低→11 27．2％117％ 8．0％ 0．0％ 0．6 47．5
???
14．8％10．8％ 13．0％ 3」％ α3 42．0
　　3育i
?????←
3．1％ 2．8％ 2．5％ α0％ 0．0 8．3
劇4 0．9％ 0．0％ 00％ 0．3％ 0ρ 1．2双　　5
0．3％ 0．0％ 0．6％ 0．0％　0．0 0．9

















i　1 2．7％ 0．7％ 0．6％ 0．0％ 0．1 4．1
問12… 3．9％ 1．7％ 0．5％ 02％ 0．0 6．4％????
3
→??←
34．9％23．8％ 9．8％ 3．1％ 0．3 71．9
4 5．7％ 3．1％ 3．7％ 0．7％ 0．2 13．4
5 t4％ 1．1％ 1．2％ 0．4％ 0．0 4．2








15，2％　4．5％3．0％ 0．9％ 0．3 23．9
4 2．1％　0．9％ 010％0．0％ 0．0 3．0






























問　11 18．7％15．2％ 10．1％2．5％ 2．2 48．6




0．7％ 3。2覧 9．7％ 2．4％ 0ρ 15．9
4 0．1％ 0．5％ 1．6％ t6％ 0．5 4．4







問　　1 30．2％ 10．0％7．3％ 4．8％ 1t263．4




1．5％ 0．9％ 3．3％ 1．2％ 2．7 9．7％
4 1．2％ 0．0％ 0ρ％ 2．7％ 2．4 6．3



































非論憲護憲派 護憲派 論憲護憲派 非論憲派 論憲派 非論憲改憲派 改憲派 論憲改憲派学生




3 115 1 2　6 i 2 3　1 4 11???」
1
?











識 4 2 1 1 3 1 2 4 4 23 13 13 i1 2 8 13i　317 20
5 1 2 1 3 9 7 2 1 1 1i　2 5 7
5　　5　　1　160　236　23　21　240　1694103　9801　5　0　17　31
131i33148182973小計














4．2％ 11．0％ 3：7％　33％0．6 22．9
劃、 3．6％ 16．1％ 5．8％　7．1％ 1．0 33．7
程　　5






1 8．7％ 3．1％ α9％ 2．2％ 1．5 16．4問1　1




0．9％ 6．2％ 2．2％ 2．8％ α9 13．0
?????
4 0．3％ 3．4％ 1．2％ 1．5％ 0．3 6．815 0．0％ 0．3％ 0．9％ α0弘 0．0 1．2

































1 1．6％ 0．5％ 0．6％ 0．2％ 0．2 3．1





4．5％ 7．8％ 8．0％ 1．8覧 0．9 22．9
4 6．4％ 11．6％ 12．6％2．8％ 0．4 33．8





←改憲　　護憲→11 10．8％ 2．2％ α3％ α3％ 3．4 17ρ




43％ 1．2％ 3．4％ 1．5％ 2．5 130
4 α6％ 1．2％ 2．2％ 0．9％ 1．9 6．8






































問　i1 9．0％ 5．4％ 3．3％ 0．5％ 0．8 19．0
2 7．7％ 17．0％16．1％ 4．4％ t7 46．8
??…???????　↑
@重ｱ要?????
L9％ 4．7％ 6．1％ 1．2％ 0．4 14．3
4 3．1％ 4．8％ 5．7弘 2．3％ 0．7 16．5






問i1 9．0％ 5．0％ α9％ 2．5％ 8．0 25．4





9．9％ 1．2％ 0．9％ 0．6％ 0．3 13．0
4 12．1％ 1．9％ 0．0％ 0．6％ 0．6 15．2
i5 3．4％ 1．5％ 0．3％ 0．0％ 0．6 5．9




















i1 1．4％ 8．7％ 5．7％ 1．9％ 5．0 22．6
…1　2
1．3％ 12．4％10．8％ 3．6％ 4．3 32．5％
曹肇i・
→?????
1．4％ 8．5％ 14．9％ 2．6％ 4．8 32．2
是i4 0．6％ 2．7％ 3．7％ 1．1％ 0．7 8．9
｛5 0．3％ 0．9％ 1．0％ 0．4％ 1．1 3．8％







9．9％　14．5％2．8％ 0．6％ 6．8 34．6
i　2 1．5％ 5．2％ 2．5％ 0．9％ 4．6 14．8
??? ?????????←
1．2％ 4．0％ 2．8％ 1．9％ 5．2 15．1
4 0．3％ 2．5％ 1．9％ 1．5％ 5．6 1t7









































←合憲　　　　違憲一i1 5．5％ 2．5％ 5．0％　4．2％5．7 22．9
2 3．0％ 6．5％ 9．5％　9．9％3．5 323
??? →????←
2．4％ 7．1％ 9．4％11．3％2．0 32．1
4 1」％ 2．6％ 2。2％　2．3％0．8 8．9
非　i





・一 ㈹宦@　　　違憲一・i1 13．2％ 6．0％ 3．3％ 2．4％ 9．6％ 34．5
2 6．0％ 4．5％ 1．8％ 1．2％ 1．5％ 15．0曹i
｣、3
→????←
6．0％ 2．7％3．0％ 2．1％ 0．9％ 14．7
4 6．3％ 2．1％ 1．5％ 1．5％ 0．3％ 1t7






























1 8．1％ 7．0％ 2．6％3．9％ 1．2 22．8




12．1％ 14．2％4．2％ 1．4％ 0．1 32．1
4 52％ 3．0％ 0．4％ 0．3％00 89






1 8．1％ 63％ 4．8％ 4．8％ 10．5 34．5％




10．5％ 3．6％ 0．0％ 0．3％ 0．314．7％
4 99％ 1．8％ 0．0％ 0．0％ 0．011．7


































←高　　　　　低一・i1 0．9％ 1．9％ 4．6％ 69％ 8．7 23．0
；　2 1．0％ 3．4％ 11．6％12．2％ 4．2 32．4
??????→????←
0．7％ 4．1％ 15．6％ 9．4％ 2」 31．9％
i4 0．7％ 1．5％ 3．4％ 2．7％ 0．5 8．9





←高　　　　　　低→i1 2．4％ 0，3％　2．1％3．6％ 26．3 34．7
i2 1．8％ 1．5％　t8％6．0％ 3．9 15．1
?????? ????←
2．1％ 1．8％　4．2％4．5％ 2．1 14．8
i4 3．0％ 3．3％ 3．3％ L2％ 0．9 11．8















































i1 1．4％　2．3％2．1％ 1．2％ t1 22．9
問16　i2




0．1％0．4％0．5％ 3．6％ 3．3％ α5％ 0．3 87







…　1 9．4％9．7％2．1％ 0．6％　3．0 34．5
????
0．0％ 0．6％ 0．3％ 03％0．3 14．8％
改｝3
?????←
0．0％ 0．6％0．6％6．1％4．8％ 1．2％ 1．5 14．8％喜疋i4
0．0％ α0％0，0％3．6％7．0％ 0．3％ 0．9 11．8
非1






























1 0．4％ 0．6％ 0．2％1．7％ 2．1％ 0．3％ 0．0 5．3




0．1％ 1．8％ 3．6％16．2％1t7％2．0％ 0．7 36．1
4 0．3％ 0．8％1．5％ 3．2％3．2％ 0．3％ 0．2 9．6






　1竅@　1 3．4％ 4．0％ α3％ 2．5％ 1．5％0．3％ 0．6 12．7％
1　i
2 4．0％ 4．6％ 1．2％ 9．6％ 5．9％0．9％ 1．9 282
3
→????←
0．9箔 0．9％ α9％ 4．0％ 5．0％ 0．3％ 0．612．7
??????
4 0．0％ 0．0％ 0．0％ 2．8％ 4．3％ 0．3％ 0．6 8．0














問　　1 21瓢 1．9％ 0．6弘 0．3覧 0．3 5．2




13．9％ 15．4％4．0％ 2．6％ α2 36．2
4 2．6％ 4．1％ 1．0弘 1．8％ 0．1 9．6
5 8．1瓢 3．8％ 2．1覧 1．5瓢 0．4 15．9％





1 3．1瓢 2．5％α6瓢 qg瓢 5．9 130




7．7％ 3．1％ 0．6％ 0．9％ 0．3 12．7
4 5．6％ t9％ α3％ 0．0％ 0．0 7．7％
















































1 1．9％ 2．1％ 0．5％0．7％ 0．1 5．3




4．9％ 18．5％ 5．6％ 6．6％ 0．6 36．1
4 1．8％ 3．9％ 1．2％ 2．0％ 0．7 9．6
5 4．4％ 6．9％ 1．3％ 2．0％ 1．1 15．8





1 8．0％ 2．8％ 0．0瓢 1．2％ 0．9 13．0




1．9％ 7」％ 2．8覧 α6％ 0．3 12．7
4 1．2％ 3」覧 1．5％ 1．2覧 0．9
??
5 5．9％ 15．8％ 4．3％ 9．3％ 2．5 37．8
合計 25．7％39．9％13．0％ 15．5弘5．9 100．0
25
　ここで重要なのは「与えられた憲法」という負の側面に
こだわるのは、何も「右」だけではないということである。
従来、護憲派にとって「与えられた」という側面の強調は、
戦略上、好ましくないとしてきた面がある。むしろ、日本
国憲法制定を日本人は、熱意をもって歓迎した点を無理に
実証しようとしてきた嫌いがあった【10｝。しかし、今日、制
定過程の性格が、
　　　　　　　学生　　　　　　　学外
25．6％ 6．8瓢
37．5％
17．0％ 5．8％
30．7％ 65％
16．4％
26．0覧 13．9％
　憲法のアイデンティティーとしての機能が低いように思
われる。既に見たように認識度が低く、必ずしも、象徴天
皇制が強い求心力をもっているわけではない。ところが、
その他方で論憲や、改憲の志向は高いのである。そこに新
しいアイデンティティーの希求を見出すことができるのだ
ろう。
むすびにかえて
　今回の調査から、冒頭で掲げた第一の目的の大部分を達
成することができたと思う。すなわち、論壇・報道・マス
コミにおいて形成される争点・対立軸というものの多くは、
学生の意織構造における争点・対立軸と余り一致しないと
いうことである。学生と学外参加者の対比を、世論の実情
と、報道が言うところの世論との対比に置き換えてみるこ
とができると思う。そして、そのような対比の仕方に、有
為性があるとするならば、これは冒頭で掲げた第二の目的、
すなわち、　「インターネットによる意識調査の可能性jを
示したことになるといえるだろう。第三の目的である「目
で見てわかる分散」については、今後、調査に協力してく
れた学生には講義の中のフォローで確認したいと思う。こ
れが冒頭で掲げた第四の目的に応える意味も持つ。
　調査結果の全てを本稿の分析に反映させることができな
かったが、　「目で見てわかる分散」については、本年、12
月以降、筆者のホームページから公開する予定である（すで
に公開済みのものもある）。URLは、
　　　　http：〃www．meiji．acjpノ’takane
である。
26
　またコメント欄に頂いた膨大な発言については、有意義
な言葉が多かったにもかかわらず、本論では数値分析に終
始し、ひとっも紹介できなかった。これについては別枠で
研究報告をしたいと思う。
　私のように史学・政治学を研究の棲家としてきた者にと
って、インターネットやコンピュータを利用し、調査・分
析することは当初、相当の抵抗感があった。スキルもそう
であるが、本論でも述べたように方法論に対する考え方に
根本的に認識の相違があったからである。しかし、今から、
五年前、早稲田大学での大教室での講義でWebを利用した
アンケート調査を糸口に、学生と相互的なやりとりをして
みてはどうだろうかと思い作り始めたホームページが本研
究の端緒となった。その折も、そして今回のCGIによるペ
ージ作成においても、明治大学教育研究システム課の三浦
淳氏には大変お世話になった。改めて御礼を申し上げる。
　最後に紙幅を大きく越えてしまった本論では、編集の河
辺恵氏に多大なご迷惑をおかけしてまった。紙上をもって
お詫び申し上げる次第である。
参考　設問一覧
1）あなたは日本国憲法を読んだことがありますか？
　1全文を読んだことがある
　2大体、通して読んだことがある
　3前文や代表的な条文だけなら読んだことがある
　4ほとんど目を通したことがない
　5全くない
2）あなたは学校教育（小中高等学校）で受けた憲法についての学
　　習を覚えていますか？
　1非常に強く印象に残っている
　2印象に残っている
　3どちらともいえない
　4殆ど印象に残っていない
　5全く印象に残っていない
3）あなだよあなたが粋轍育9襯で爵獄融こ噛輔絵を
　　どうお考えですか？憲沸購既鞭終わられてし蜘よ鱗の
　　鞭憲醐識幌する機会をどうすぺきとお考えですか？
　1全く、不充分である
　2もう少し増やすべきである
　3現状のままでよい
　4もう少し、減らすべきである。
　5必要はない
4）あなたは、今年になってから憲法について書かれた文章を読ん
　　だり、報道番組等をご覧になったことがどの位ありますか？
　1常にある
　2頻繁にある
　3何回かある
　4一度はある
　5全くない
5）あなだよ　　　　　　　めぐり議論をすることが必要だと思いますか？
　1大いに議論すぺきである
　2もう少し議論をすべきである
　3どちらともいえない
　4余り必要はない
　5全く必要はない
6）あなたは、憲法を改正する必要があると考えますか？
　1改正をすべきだ
　2改正をした方がいい
　3どちらともいえない
　4改正をしない方がいい
　5改正には反対π
7）自衛隊の存在を違憲とする考えと、合憲とする考えがあります
　　が、あなたはどう考えますか？
　1違憲である
　2違憲なのではないかと思う
　3どちらともいえない
　4合憲なのではないかと思う
　5合憲である
8）あなたは現行憲法の戦争の放棄を評価しますか？
　1高く評価する
　2評価する
　3どちらともいえない
　4余り評価しない
　5全く評価しない
9）あなたは自衛権の放棄をどう評価しますか？
　1高く詳価する
　2評価する
　3どちらともいえない
　4余り評価しない
　5全く解価しない
10）あな嬉コ紛争地唾際貢献こ日本はどう関わるべきだとお考えですが？
　1武力行使を伴う軍事活動に参加すべきである
　2武力行使を伴う軍事活動に参加した方がいい
　3わからない
　4武力行使を伴わない活動に限定した方がいい
　5武力行使を伴わない活動に限定すべきである
　6紛争地への関与は避けた方がいい
　7紛争地への関与には反対である
11）国繍越腰でしょうか？。そ硬舳を簡鞄こら0字以村お答えくださ鴨
　1必要である
　2必要ではない
　3わからない
　理由（51宇以上は記入できません）
12）あなたは」　「日本国η鰍、　唾聯をどう考えますか？
　1絶対に必要である
　2あった方がいい
　3どちらともいえない
　4ない方がいい
　5必要ない
13）あなたは日本国耀がとのようなものであったかをご存知ですか？
　1非常に詳しく知っている
　2よく知っている
　3どちらとも言えない
　4余りよく知らない
　5全く知らない
27
14）日本国融ま半世紀識占領嗣こより「あたえられた憲均と言われていま魂あ
　なだまこの飼識て、関L勇勤りますか？
　藍重要な問題であると思う
　2関心がある
　3どちらともいえない
　4余り関心はない
　5昔のことなのでどうでもよい
注記
国
t2】
【3］
研究報告「戦後世代の戦後責任1、歴史学研究会・日本現代
史サマーセミナー（1995．8）
このような学外との接点構築、学生の授業参画に関する筆者
の試みとして「情報教育を通じた地域（静岡県水窪町）活性
化への学生参画　一ネットワークによるNPO型シンクタン
クの試み一」、『平成14年度情報処理研究集会論文集』
当時の調査、調査結果、授業記録については、下記URLを参
照。
http；〃www．isc．mei∫i．ac．jp／’takane／speciaVconstitu！constitu．htm
【4】mailto，　formタグによるアンケートページだったため、メー
　　ル設定をしていないブラウザ、あるいは大学等のパブリッ
　　ク・ユースの場では、メール設定がブラウザに施されていな
　　いので参加ができない。結局、事実上、自宅でインターネッ
　　ト環境を持っ者に限られた。
【5］深沢千尋『すぐわかるPerl』技術評論社（2000）、平田豊『こ
　　れからはじめるPeal＆CGI入門ゼミナール』ソーテック
　　（2002）
【6］投書資料については、袖井林次郎『拝啓マッカーサー元帥様』
　　大月書店（1985）、川島高峰『敗戦　占領軍への50万通の手紙』
　　読売新聞社（1998）。
17】護憲派代表による制定過程の文献として古関彰一『新憲法の
　　誕生』中央公論社（1989）、改憲派代表によるものとして西
　　修『ドキュメント日本国憲法』三修社（1986）。現在は両者
　　とも中公文庫で入手できる。
【8】渡辺治『日本国憲法「改正」史』、日本評論社（1987．3）。
［9］拙稿「戦後民主化における秩序意識の形成　一天皇システム
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